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Ⅰ　開発センターの任務と事業
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去る 5月14, 15のy,1,j! I，パリにおいて低開発凶の開発

調古川究所会議（Meetingof D巴 clけいmentResearch 

Institutes from Developing Countries）が開催せら;j1,／ニ。

この会議はりECD開発センターの主催によるもので，

調tiJJI究に院It・ ；：，討議を／D仁τ 開発・I，〆ターと｛iJI’先iJrと

の問ならびに研ft所相互間の情報の文t換をはかり，今後

の協力と共同調査の11J能性を検討することを II的として
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開発 ：： ンターの任後と事業

会議の、｜た況を述／ごろにあたり、まず，.：t催者側となり
に OECIl l百i発セン Yーの任務.［j仁び事業の内容からお｛

介しよう。

開発センゲーは1963年5月 OECD理事会により設立

1／：＇られたぷ立の趣行は，開発センターの参加国（ベル

ギ、一，カナダ，デンマーク，フランス， ドイツ，イタリ

ア，ポルトガノレ， トルコ，イギリス，アメリカ， H本の

llカ国）における経済開発問題と 『殺経済政策の作成

および実施に関する知識と経験を本センターに集めて，

これを低開発闘の経済開発のために低開発閣の利用に供

〈一うとするところにある。この11的に基ついて，センケ

ーの事業l士，（1）調査，（2)tJI協事，（ぷ）情報および資料の提供

の三つに大別されるが，以ドはセンター側の説明による

が業のil町援である。

(1) 十ンノJーの子高配分野は， Jよし、範潤にわたるもので

Ii:く， flt開発国側の要明に日!Ji,じするkう｛氏開発［刃にとり

疑念、iこしζι要なHU組に凝られ！っ、る。この観点から収
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Ⅱ　開発センター側の提案
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Ⅲ　研究所側の発言
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谷研究所の機構，組織， liJf究活動の慨奨を記述Lt: 

カタログを定期的に発行する。

（吋 リエズン・プレソテ fンの発行

各liJF究所の調査liff冗iil-l両！などを品述した ／，ia.，υ，d
IJ11//eti11を定WJ1'1:Jに発行するの

付各研究所'l.'Jッス教授の交険

制定例会議の開tlil

今後は2年に1[1_1j(J）定例会議を1m1mするυIUJ"l'-はワ
シ〉トンで開く予定であるが，この会議には先進

l:11，後進国双方の研究所代表を招請し，地域日IJの討

議を主体とする

側開発訓練所とのi虫絡

開発調査研究所の事業は開発訓練所のそれと関係が

深いから，今後できるだけ相互の連絡をはかるよう

努め，！明1r・の会議にはとりあえず開発訓練所側の代
炎lr，の参）JIけjを要請十るi

m 研究所側lの発誌

これに対L，あ「，かじめセンザー似ljで1-H必：（／）発庁｝j/i:,,

により，アジγ（インドのロカナザ〉代交）， J也'11i/Ji（ギ

リシャ代表）． "/7リカ（ブラシス代夫人ラチン・ア d

リカ（メキシコ代表）の各地域別に，それぞれかaこの内

ft;;次が：＇＼， i菱地域の特殊・ド情の説l早jとセシザ一宮町j提案｛こ対

するな見のtl司陳があり司つレで，そのf也＜／）fill'・究所からも

研究ili重}Jr/）概暖とあわせ械守意見の陳述がfjーなわれた

(1) 各地域代炎の論点は主としてR/,;J，凋査のll¥l組i二集

中した感があ：J' 1也J戎の特殊事情か九共j,iJ，淵'ftのカ＂／｝；お

よび対象につL、てちー｜：の越呉はあるが. 」「r;.ti, JUiil,調
査の必要性を強調してレ，ふその＂＇でもイ；.， Ii代表は特

に横倒的で，Jlli-il調査の対象として，「アジfの開発政策

に術着L，政策決定のぷ礎となるものか，またはアジ7

後進国にとり緊急かっ証主要なもので，関係研究所の能力

で実現11J能のもの」とし，その}fit；としては，先j笹川お

よひ’後進凶双方の研究所の協力を力説L，ヅロジェクト

として，外国援助（民間投資を含む），外国為替，アジア

諸国と OECD諸国との貿易問題を取りあげているわギ

リシャ代表は司 「地中海諸国のそれぞれに手lj読をもたら

すか，または欧州経済士の悶係でif〔iliiLてし.る北ii昼間閥！

を対象として取りあげ. Hft,;(1＇~＊：秒•I として経済統（，など

の問題を指摘してし、るのフランス代表は，アフリカ地域

れ lllυ；］ ; -・ -., t~ I (. 1を1弘政資． ヘワーリ・ツ.J;UJ'.・

ブヲ；.， 1,1,L,虚貨地域の統｛，11¥J題を二いがL，バキシコfV.W士、

与さにt：ンザー側Aおら品IPl<ll地域統（＇；－の Prtl越のほか，タト

IJH愛助，長期成長，人l1t111組を取りあげている y 以上の

発言を通じ，地域代表はいずれもこの問題iこJ丸、てセシ

ゲー側がプ口モーダーの役制を栄たした加、とする鎚楽を

文t与するとともに，研究所聞の共ltiJぷi宣の炎胞につき側
if1i的後見）Jを＇i・えられたu、旨センヲー狽ljに要裂したr
（引 っし、で行なわれた研究所各代表による研究／，~·動の

縦告の中で特に強調せられた点は，研究所と政府との関

係，研究所の財政および施設とスタッフの問題であるω

以上の諸点につ＼‘て，各代表より，大なり小なりに倒鍛

な問題をかかえてレると後述のような発ぎがあ，，f;こが，

ムれは，今次会議出席者の大多数が後進倒研究J~fの代炎

であり司前七，1のパレルモ会議のそれとは趣を主主にしてし‘

るぷに注iiしたいω

（λ） 主ず，政府との関係lこっし、て多くの代表の発言‘を

総合すれば，われわれの研究所は現在のところ，通憾な

がらi攻)f'.J'の凶：抜の誌符ードにあるか，または受託機関の域

をII紀しれ、なし、。政府i主政策立案の恭礎情報をすみやか

に収集する必要があるから‘われわれに要請される経済

調をとし、うものは，事J，染1下JIこ鋭期jj'1(Jな現象を追求するに

ll.：主り．手五に科学的かっ良心的な深L‘調査li)f究e::行なう

ことがi到難であるというにあるq また，財政的には予算

の大潟または－l~Iを孜J(:f子第に依存してヤるとはいうも

のの，多くは第2次大戦後，i党ii.：をみた弘礎の？齢、もので，

ライブラリーはもちろん，マイクロフ f ルム，「l 重~J;il".l車

保の設備すらない研究婦が少なくなく，さらに例外なく

外貨事f去のW.¥v、｛街並114である関係j：，共同調査．；広・見交
換などの機会にもあまり冶：まれなし、。 ト．記諸事情に）Jllう

るに，｝也Jv£ （たとえIiラテン・アメリカ）によっては，

q：付をc!::－・，た1庁のための facilityがほとんど得られない

かん，優秀な大学卒業者は政府または凶際機関に走る飢

it'•］にあり，人材の確保に｜刻難をきたしている（この点，

セ〉担ー側説明の調査数字によるも，今次の会議参加の

15研究所が擁する調宣戦職民＜事務系統職員を除く〉は

”l・:170人。そのうちわがアジア経済研究所のそれ79人を
差しつ，，、た14研究所の平均をとれば， l研究所あたり21

人弱の少数となり，各代表の発言を裏づけているものと

いうことができる〕。以lニの事向からも，センター側提案

のJl;J,;J;ifl;J：伐については，できるだけ先進iムHiJf＇先，，rと協）J
して実脆したく、その.:sヤセン守ーがlllより側泊1的按lYJグi

j：去られればありがたいとする；怠見が多数説をr1.iめた。

(1) j位/4；：に， ・I＇.：’1-fl¥11従／1＼のSJMIOl只休業i’ r,f，、

どは， M＇・J'i:Hi'lll.lH主L、ずjL{, 1以WltiJ1ここ;jlを了iiえしf二カ：
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1964070094.TIF

.........目、日J ーい現地報告・…・・4一一い－－－…

r'i干c＇＞代表上， J. L ＇弘 L ;ril議には、日本｛興iから一橋大学経符研究所代表が

rn 研究所力守口グの中にはゾi車，東欧諸国の研究rfr m論牛・・'1:’け歩行）Iii汲教筏が／l',席された1f1. 今次会議Lit
1.入ji ；二必喋があるfパではなヤか。 事前・が東側所長の代別．として出席した（大米佐武郎氏は

（吋 リエズL ・プLァヰ fンわ裕行iこ，仏fニ，べi土司ぞ けECll幅員fillとしてifi'.2 II (ll会議iニ参加I)が，｛JUHJ発wu,
げ） j人l ’J千二っさ，i;'.古（jに件li)f’!Cf.~i側のぷ礼金寸分徴してもら liJF’先1'11ーに去の集まりとし、うので，特にAA諸凶からはH

司、た、＼ 色のr¥U白人が多数参加するιのと期待Lていtこところ
け ユネスコの経済分野における／，f,・ihとの陪Ii生をrm依 現実には欧米人の代炎者が少なくなく（たとえば，パキ

にしくおいにιらU、とヤ。 • .,_ ＇！；.，ウザング，：1ンコ）、－tl，な主主lニ！さじr,itた。 二

同定例会議はパリやワシントンのみならず，後進凶 れは，これらの研究所が欧米系のものか，そうでなくて

fも！）fl）をする二とが白意誌であれ、か円三年仁川打rj(IJ子 も幹部じま，七J¥IJ也入山人材を得ムれる段階でtc,、かのL、

ンゲーパルi士一上長すぎるから，毎年開催してはどうかれ＇ j fれかによるものであろう η

)j発 l引。 今i•.r\C J会議におけや討議事項でJiJF究所1)¥1］が特μ義務＇.）

(・N 定例会議には研究所の代表者のみならず回niorま けられるよろな内科は今のところ見あたらなνが，各仰

とは juniorc'J調査ス者ツ？の出作も認めるよよ｝配慮と 究所℃今後取リあ，t主ふべきプロジェクト，共同調査の問

れたい。 題などについては， ,j,tJ,J；にと勺ても参考とたる点が'1/

包どのし」見のN.明がわ切，梢論ど Lて，＇，次会議でお i屈 なくない。他方， Iii研究所としても，その4カ年；：＋闘に

となった議題については，次jr,J会議であ＇＇ためと審議竺 .tJ¥, C町 「減俗研究，＆果のlkJ際（r'.Jh交流をはかノムとと 1

jl,る4二とになったz に，調資研究の国際的な協力関係を樹立すること」を必

..j;;}j主！のーっ三してtt¥げていることでt,あり，今後とも

め と が 主 OECDならびに関係研究所との協力増進をはかること

既j；じのとお），な11：パ）：公議は，古(jjr>Jのノ、レルモ会議
i土‘ぜひとι必要さあると考え，，Atる。

（調N業務部JO
についでこの同会議としごは第 ＇.！ 1111 Hれものでふる。

人民公社の組織構造

一一アジア経済研究シリーズ日一一

)JII !if h苦虫II 治；

出Li事人民心社にisけるll'r/1;;背；；L

一ー社会主義建設における農民の位置，社会主義建設における農業のfj'[誼，人民公社の組織基盤一一

得2帝 人民公社の経営管照組織

人民会社と党温織町人民公住にお；7る党組織， 久氏之とれ：におけるt/UJ機関と執ti機関

第 31苦： 人民公社の生産管理・労働管理組織

生産科；理・’i）’働管flせの基本原則，ヘ民公辻における『：占負制度，請負；J;リの前院とし亡の「t画定fliLI,

「3包 1奨制Jの意義および内作. r・ :1 ',;! H楚／1,i]Jの優越点と問題点一一

if, 4羊； 集団所有布ljの発艇と農村の革命的組織

iii 5三1 経手？の諸手＇r'i'rと農村革命

第6章国家行政と人民公社の組織

ti.主， { j主（1(J*Jl織耳、1-MUlJf;J,Y.過l','. 人民公刊υ＇I幣；lI l品位
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